
狛江市財政健全化計画（普通会計）

計 画 期 間 平成19年度～平成23年度

繰 上 償 還 申 請 額 ２億648万円 補 償 金 免 除 見 込 額 993万円

財政指標等（平成18年度決算数値）

財 政 力 指 数 0.918 実 質 公 債 費 比 率 17.8％

経 常 収 支 比 率 96.2％ 地 方 債 現 在 高 242億8,779万円

財政運営課題

　①経常収支比率の健全化
　　　（公債費負担の健全化）
　②定員管理の適正化
　③税収入の確保
　④公共施設の適正な維持管理

行財政改革の主な取組

◎職員数の削減・・・多様な雇用形態の導入などにより、平成17年の556人から
　　　　　　　　　　22年まで467人に純減する。（普通会計502人→433人）

◎指定管理者制度の活用・・・体育施設（市民総合体育館・市民プール等）に
　　　　　　　　　　　　　　ついて、平成21年度からの移行を目指す。

◎歳入の確保・・・財産調査・滞納処分を強化し、市税徴収率の向上を目指す。
　　　　　　　　　公共利用が不可能な水路敷き跡地を売却する。

職員数の推移

489

465

454
443

433 433

400

420

440

460

480

500

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

（人）
地方債現在高と実質公債費比率の推移

229
220

214

202

190

243

17.8
17.2

16.9
16.2

15.4
15.0

150

170

190

210

230

250

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

（億円）

12

14

16

18

20

（％）

地方債現在高

実質公債費比率

財政改善効果額

４４億４千万円

（２６億円）

※効果額は５年間の累計
※（　）は人件費削減効果額で
　二重計上を整理した効果額
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